
①被害・点検状況

②土砂災害警戒情報の発表基準引き下げ

③ＳＮＳによる注意喚起

【参考】平成28年熊本地震では、地震後の
降雨により約６０件土砂災害が発生

〇施設点検

直 轄 ：点検完了（異常なし）

２府３県：点検完了（異常なし）

〇土砂災害危険箇所の緊急点検

大阪府：震度5強以上の危険箇所236箇所
で緊急点検を実施（6/21～22）

（要配慮者利用施設関連の62箇所については点検済）

土砂災害警戒情報の発令基準を引き下げた

暫定基準による運用を実施（6/18 13:00～)

〇通常の７割（震度6弱）
大阪府：高槻市ほか３市

〇通常の８割（震度5強）
大阪府：豊中市ほか４市町

京都府：京都市ほか４市町

がけ崩れ１件（大阪府枚方市）

出典：砂防学会

凡例

赤色：地震による崩壊

黄色：地震後の降雨に
よる崩壊

通常よりも早い
タイミングで発表

地震発生後の衛星画像

衛星だいち２号の画像解析により「崩壊のおそれ
有」と判定された箇所をヘリで迅速に調査。
（土砂災害は確認されなかった。）

熊本地震における崩落

地震の後には土砂災害に注意が必要

【参考】SARの活用による
効率的な初動調査の実施

砂 防 部
大阪府北部を震源とする地震に関する砂防の対応状況 6月22日現在

ヘリ撮影

大阪府と近畿地方整備局が
連携して点検を実施

府職員との打合せ 点検状況


